
「防災塾。だるまJ活動の記録～荏本孝久先生退任記念誌～ 資料編
「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動記録一覧 :2006～ 2021年

(本講座は神奈川大学と共同で企画し提供しています)

2006年度(平成18年励 「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動 (全10回 )

日付 回 テーマ :人的ネットワークによる地域 防 災力の向上 講師・参 l」 ll者等

10月 5H 第1回
実践的防災まちづくり総論
～講座の目的、内容の全体像を示すベ

宝本 孝久 氏 (神奈り1大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長 )

大間知 倫 氏 地l・t防災研究所代表

10月 12日 第2回
地域の防災環境を知る  ～ 神奈り1県 ‐横浜市の防災対策とその

取り組み。特に、行政と市民の協働した活動の重要性について～ 神奈川 県  横浜市

10月 19日 第3回
大震災の対、復旧・復興の経験を生かす   ～1995年 阪神淡路大震
災の経験と体験。行政と市民の活動について教]を説明～ 松山順三 氏 (神 戸市北区社会福祉協議会・元神戸市職員)

10月 26日 第 4回
減災に取唯 む防災まらづくり ,olt-1

～子育て支援グループの取り組みについて～ 書宰 品子 氏 (特定非営利活動法人I Loveつ づき)

11月 2日 第5回
減 災に取りIItむ防 災まらづくり Pa■ -2

～要援護者 や高齢者 支援 グループについての取り組み について 秋 II I哲男 氏 (首都大学東京都 市環境学部教授 )

11月 9日 第 6回
減災に取り組む防災まちづくり part 3

～災害時に不可欠なボランティアやNPOの活動の必要1■について 随山 利 昭 氏 (り 1崎・災害ボランティアネットワーク会議代表 )

11月 16日 第7回
減災に取り組む防災また,づ くり pan-1

～歴史的な防災月策の知識と災害に強いまちづくりの取り組みに
ついて～

内田 勝康 氏 (内 田建設設計事務所所長)

11月 30日 第 8回
減災に取り組む防災■ちづくり Pall-5

～災害時の迅速な情報の発信は重要な課題 !ネットワーク・防災
まちづくり～

中川 和之 氏 (時 事通信 社「方災リスクマネジメントWebJ編集長 )

12り]7日 第9回
減災に取りILtl・ 防災まちづくり poit-6

～防災まちづくり先進地区 !自 治会・小・中学校等の活動紹介～
1辺 裕子 氏 (さわやか港南・日限山自主防災懇談会)

戸川 優子 氏 (かながわ女性防災代表)

12月 14日 第 10回
講座のまとめ  ～実践まちづくリコーディネーターの活6J」 について

討論 !講座修了書授 与、コーディネーター間の協栄ネットワークづくり
を目指す～

森下剛氏 (森 下経営革新研究所代表)

池田事БHβ 氏 (セーフティリーダーSL´ A)

2007年度(平成19年度)「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動 (全10回 )

日 l・ l 回 テーマ:人的ネットワークによる地域防災力の向上 講師・参加者等

10月 4日 第 1回 講座をラ台めるにあたつて
～いま、望まれる実践的防災まちづくりとは～ 荏本 孝久氏 (神奈川大学 工学部 教授、防災塾 だるま塾長)

10月 11日 第2回 神奈川県の防災r「
‐
境について

～防災対策の現状と課題をllllる～
杉原 共和氏 (神奈川県温泉地学研究所 企画調整担当部長)

10月 18日 第3回
地震はどうして起こる?
～地域の地盤環境に関する基礎知識をもつ～

荏本 孝久氏 (ネ中奈川大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

10月 25日 第4回
神戸の復興から学ぶ
～実践的防災まちづくりの要点をつかむ～

小林邦雄氏 (神戸山手大学教授 非認証NPOきんもくせい)

11月 1日 第5回
災害時の情報ネットワークについて
～情報の共有化とネットワークの重要性を理解する～ 中川和之氏 (時事通信社「防災リスクマネジメントWeb」 編集長 )

11月 8日 第6回 災害時の要援護者対策について
～自助・共助・公助に向けて～

石神猛氏 (神奈川県保健福祉部)

11月 15日 第 7回 減災に取り組む実践的1/7災 まちづくり
～横7L・ 都筑～

書室晶子氏 (NPO法人 I Loveつ づき)

11月 22P_ 第8回 威災に取り組む実践的防災まちづくり
東ヽ京～

市占太郎氏 (首都大学東京都市環境学部助教授)

1]月 29日 第9回 減災に取り組む実践的防災まちづくり
～神奈り|～

値山利 昭氏 (神 奈川 県災害ボランティアネットワーク副代表 )

12月 6日 第10回
講座のまとめ
～実践的防災まちづくリコーディネーターの活動に向けて～

森下岡1氏 (森下経営革新研究所代表)

池田邦昭氏 (防 災コーディネーター)

2008年度(平成20年度)「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動   (全 10回 )

日/Nl 回 テーマ:人的ネットワークによる地J或防災力の向 上 講師・参加者等

10月 2日 第1回
講座を夕台めるにあたつて
～地域の防災力を高める実践的防災まちづくりとは～

薩本 孝久氏 (神奈り1大学 工学部 教授、防災■・だるま塾長,

1方災塾・だるま 会員

10月 9日 第 2回
神奈り1県の防災環境について
～防災まちづくりのための防災対策の現状と課題を知る～ 杉原 英和氏 (神奈川県温泉地学研究所)

10月 16日 第3回 震災体験から学ぶ都市防災知識と復興ボランティアの育成 近兼拓史氏 (元西官エフエム放送 代表取締役)



10月 23日 第4回 防災拠点づくりの実践と課題
～実践的防災まちづくりの要点を学ぶ～

池田邦昭氏 (セーフティーリーダー[SL― 馬)

中村俊光氏 (横浜市旭区区民会議)

森下岡1氏 (森下経営革新研究所)

10月 30日 第5回
災害時の要援護者対策について
～自助・共助・公助に向けて～

高橋洋氏 (自 治体職員 東京都練馬区役所)

11月 6日 第6回 防災拠点づくりの実践的進め方
～防災まちづくりの横浜市における実践的な事例～

山口章氏 (横浜市緑区自治会)

小原茂氏 (横浜市磯子区自治会)

11月 13日 第7回
地域・企業・家庭の防災カルテと防災教育
～防災まちづくりにおける弱点の把握と克服の方策～

正木和明氏 (愛知工業大学)

11月 20日 第 8回
兵庫県における学校防災教育
～兵庫県における市民を守る防災教育とその取組み～ 稿訪清二氏 (兵庫県立舞子高校 )

11月 27日 第9回 減災に取り組む実践的防災まちづくり
～地域の防災力陶上のための実践的な取組み～

市古太郎氏 (首都大 学東京 )

12月 4日 第10回
講座のまとめ
～実践的防災まちづくリコーディネーターの活動に向けて～

池田邦昭氏 (セーフティーリーダー[Sレ■1)

森下Ell氏 (森下経営革新研究所)

2009年度(平成21年島「実践的防災まちづくリコーディネ‐夕‐養成講座」活動 (全10回 )

日イ寸 回 テーマ :人的ネットワ‐クによる地域 防災力の向上 講師 =参カロ者 等

10月 1日 第 1回

一部 :講座を始めるに当たって
～地域の防災力を高める実践的防災まちづくりとは～

二部 :地震はどうして起こる?
～地域の地震環境に関する基礎知識を持つ～

三部 :事例報告
～実践的防災まちづくりについて～

一部&二部 :荏本 孝久氏 (神奈川大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

二部 :防災塾・だるま会員

10月 15日 第2回
神奈川県の防災対策について
～防災まちづくりのための防災対策の現状と課題～ 杉原 英和氏 (神奈川県温泉地学研究所)

10月 22日 第3回 防災拠点づくりの実践と課題
～地域 (横浜市以外)での取り組み～ 方災塾・だるま会員

10月 29日 第4回 防災拠点づくりの実践と課題
～地域 (横浜市内)での取り組み～

方災塾・だるま会員

11月 5日 第5回
防災ゲームを楽しむ
～ゲームで実践的防災まちづくりのネットワークづくり～

直山利昭氏 (り ll崎災害ボランティアネットワーク代表 )

11月 12日 第 6回
地域・企業・家庭の防災カルテと防災教育
～防災まちづくりにおける弱点の把握と克服の方策～ 正本和明氏 (愛知工業大学)

11月 19日 第7回
新潟中越地震の教ヨ|と防災教育
～体験から学ぶ防災対策～ 澤田雅治氏 (長 岡造形 大学教授 )

11月 26日 第 回
人的ネットワークの構築
～ネットワーク構築のための交流を図る～

荏本 孝久氏 (神奈りI大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

方災塾・だるま会員

12月 3日 第9回
皆で語ろう地域の防災対策
～自助・共助・公助に向けて～

等本 孝久氏 (神奈川大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

方災塾・だるま会員

12月 10日 第10回
設 のまとめ
～実践的防災まちづくリコーディネーターの活動に向けて～

讐本 孝久氏 (神奈川大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

方災塾・だるま会員

20Ю年度(平成22年Ю「実践的防災まちづくリコーデイネータ‐養成講座」活動  (`お回)

日付 国 テーマ雌 睡 営に係る実践力の向上 講 師・参カロ者等

9月 30日 第 1回

一部 :講座を始めるに当たって
～地域の防災力を高める実践的防災まちづくりとは～

二部:神 奈りI県の防災対策について
～防災まちづくりのための防災対策の現状と課題～

一部 :荏本 孝久氏 (神奈り1大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

二部 :杉原 英和氏 (神奈り1県温泉地学研究所)

10月 7日 第2回 体験から学ぶ防災対策
～新潟中越地震・中越沖地震の教訓と遊難所運営～ 稲垣文彦氏 (中越防災安全推進機構復興デザインセンター長)

10月 14日 第3回

一部 :平常時・災害時の公助
～神奈川県の危機管理対策の現状と課題～

二部 :横浜市の危機管理対策について
～改訂版拠点マニュアルの要点しま～

一部 :増田勝也氏 (神奈川県警察本部危機管理対策課)

二部 :4ヽ 野寺勝氏 (横浜市消防局危機管理室)

10月 21日 第 4回
避難所運営を体感する①(導入編)

～避難所運 営ゲーム (HUG)を通して対応 力を養う～ 条 清一氏 (はだの災害ボランティアネットワーク代表)

10月 28日 第 5回

一部:避難所運営を体感する②(団 地編)

～現任の避難所運営責任者から聞く～
二部:避難所運営を体感する③(戸建編)

～避難所運営の達人から間く～

一部 :福田武司氏 (横浜市旭区左近山第二小学校 地域防災拠点運営委員
会事務 局長)

二部 :4ヽ林昭平氏 (横浜市神奈川区中丸町内会)

11月 4日 第6回 人的ネットワークの構築
～本受講生とのネットワーク構築のための交流を図る～

左藤忠文氏(横浜防災ライセンス金沢代表)

也田邦昭氏(セーフティーリーダー[SL― AI)

書本孝久氏 (神奈り|1大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

2011年度(平成23年度〉「実践的防災まちづくリコーデイネータ‐養成講座」活動 (全10回)

日付 回 テニマ:東 日本大農災から学ぶ防災 (減災)まちづくり 講師移勒口者等

9月 29日 第1回 講座 を始 めるに当たつて 等本孝久氏 (神奈りII大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)



10月 6日 第2回 阪神淡路での行政経験者が現地を見て対比して語る 公山順三氏 (7L神 戸市職員 宮城県名取市で復興アドバイザーとして活動 )

10月 13 El 第3回 被災者の叫び !岩手県山田町からの報告
左々 木 義雄氏 (岩 田県山田町出身、横浜市緑区在住)

浦辺利広氏(岩 田県山田町で被災し、横浜市に避難後に在住)

10月 20日 第4回 被災地からのニーズと支援の実態 :課題とあり方

植山利昭氏

“

中奈川県・かながわ東 日本大震災ボランティアステーション代
ラ長)

森清―氏 (神奈川県秦野市・はだの防災ボランティアネットワークヨl代表)

渡邊善明氏 (神奈川県横須賀市・ダイナックス都千1環境研究所)

10月 27日 第5回 クロスロードゲーム(全員が発言し主張する) 森清一氏 (神奈川県秦野市・はだの防災ボランティアネットワーク副代表)

H月 10日 第 6回 行政の新たな役害Jと課題を分析紹介する 杉原英莉1氏 (神奈川県温泉地学研究所 )

11月 17日 第 7回 防 災まちづくりへの行政 の取 り組 みと課題 を提言する
上原美都男氏 (危機管理アドバイザー、横浜日立大学客員教授、前横浜市危
機管理監 )

11月 24日 第8国 防災まちづくりの実践活動を紹介する

山口章氏 (横浜市緑区・白山地区連合自治会会長)

自田克維氏 (横浜市南区・六ッリI!地 区連合自治会「チーム防災六ッリ||」 代表)

片山晋氏 (横浜市磯子区・防災を考える会磯子代表)

山田美智子氏 (神奈り|1県 平塚市・ひらつか防災まちづくりの会 )

12月 1日 第9回
ワークショップ (災 害に備えての各人の考え方を述べ意見の交換をす
る)

小原茂氏 (横浜市磯子区滝頭・磯子まちづくり協議会事務局長)

12月 8 El 第 10回 ワークショップの発表と講評・講座全体のまとめ
荏本孝久氏 (神奈川大学 工学部 教授、防災塾・だるま塾長)

池田邦昭氏 (横浜市緑区。まちづくリネットワーク緑)

2012年度(平成24年度)「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動 (全9回)

日付 回 テーマ:地域にいかす「防災・減災」の知識と知恵を学ぶ 講師・参加者等

10月 4目 第1回 行政の視点での災害対策 ～横浜市の防災対策への取り組み 小野寺勝氏 (横浜市消防局危機対処計画課長)

10月 11日 第 2回
災害情報論という立場で
～東 日本大震災級の巨大地震にどう備えるか～

吉井博明氏 (東京経済大学教授)

10月 18日 第3回 首都直下地震・南関東地震及び南海トラフ沿い M9地震に備えて 吉田明夫氏 (神奈川県温泉地学研究所所長)

10月 25日 第4回
被災地からのメンセ~ジ
～東日本大震災の被災状況と復興について～

坂本正人氏 (気仙沼復興商店街 南町紫市場 ヨ1理事長)

H月 1日 第 5回 女性の視点を地域防災の力に
自藤香織氏 (男 女共同参画センター横浜北)

大尾美登里氏 (かながわ女性防災 事務局長)

11月 8日 第6回
地域の防災活動実践者に聞く
～自治会・町内会の防災部長としての活動～

伊東幸保氏 (神 奈川区ニツ谷町会防災部長)

白田克維氏〈本年度講座運営委員会総括リーダー)

11月 15日 第7回
避難所運営ゲームHUG
～避難所運営についてゲームを通して考える～ 中村俊光氏 (本年度講座運営委員会事務局長)

11月 22日 第8回 方災クイズ ～防災豆知識を出題 し受講生が回答する～ 白田克維氏 (本年度講座運営委員会総括リーダー)

11月 29日 第 9回
ワークショップ ～皆で語ろう地域の活動～

(防災・減災をどう考え、どう防災活動を実践するか)

講座のまとめ:ワ ークショップの発表と講評

白田克維氏 (本講座運営委員会統括リーダー)

荏本孝久氏 (「 防災塾・だるま」塾長)

池田邦昭氏 (「 防災塾・だるま」副塾長)

2013年度(平成25年度)「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動   (`郵回)

日付 回 テーマ:地域にいかす「防災・減災Jの知識と知恵を学ぶ 講師・参加者等

10月 24日 第 1回

近々くると想定されている「首都圏大地震の被災規模とひっ迫性Jを学
ぶ
前半 :大地震はどんな被害をもたらすのか、いつ頃来ると想定されてい

るかを学ぶ
後半:受講生の自己紹介を含め、地域の防災・減災活動の現状を話し

合う

荏本孝久氏 (神 奈川大学工学部教授、防災塾・だるま塾長)

10月 31日 第2回

被災地から学び、地域に活かす
前半 :被災地で聞いたり体験した事の説明から、それを地域で活かす

ことを学ぶ。
後半 :受講41は、被災地の状況を聞いた後、分からない事、疑間に感

じたことを、質問を交え体験者から直に関く。

佐藤榮一氏 (消防科学総合センター (一財)防災図上訓練指導員)

11月 7H 第3回

横浜市の「防災計画」を学ぶ
前半 :多 くの災害から被害想定を練り直し、市民を守るために改定した

「防災計画」をl FL明する。
後半 :「 防災計画Jを 聞いた後、質疑応答・意見交換会にて内容を習

熟する。

小野寺勝氏 (横浜市総務局危機管理室危機対処計画課長)

H月 14日 第4回

地域での防災活動実践者の話を聞き、地域に活かす術を学ぶ

前半:地域の防災活動の現状 (自 主防災組織の体制、活動内容等)を

説明する。
後半 :自 分の地域と何処が違うか、どうしたら防災活動を充実できるか

等を質疑応答を交え学ポ。

自田克維氏 (元 南区六ッチ〔1地区連合防災部長 (チーム六ッリil代 表)、 だるま理

事)



11月 21日 第 5回

命に関わる発災直後のl時間について考える
前半 :「 発災直後の1時 間Jに 、①何が起こるか、②我が地域で何をす

べき力、③自分はどう行動するかなどを学び、J― DAC(発災直後の行動
ゲーム)を通して模擬体験する。
後半 :ゲーム後の意見交換会にて、我が地域の取り組みについて考え

る。

片山晋氏 (防災を考える会・磯子代表、だるま理事)

11月 28日 第 6回

首都圏大災害を想定し、対策を学ぶ
前半:①かならず来る「首都圏大災害」の想定される被害を学ぶ。

②自分の地域で、防災活動に参加し地域貢献をする手段を探
る。

後半:①講座全体の講評 ②アンタート記入 ③講座修了証書授与

高松 清美氏(NPO法人神奈り|1災 害ボランティアネットワーク理事、だるま理
事)

田中 喜世美氏 (神奈川区白幡小学校地域防災拠点運営委員、だるま理事)

山田美智子氏 (ひらつか防災まちづくりの会役員、だるま理事)

講評・修了書授与 :荏本 孝久氏 (神奈り1大学 工学部 教授、防災塾・だるま
塾長 )

2014年度(平成26年度)「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動 (全6回 )

H付 回 テーマ:防災・減災の考え方と対応策を学び、地域の防災力を高める。 講団i・ 参加者等

10月 23日 第1回

被災地の現実・本質を学び、地域で生かす。
前半:震災被災地で、消防士が感じた減災行動の必要性。
後半:災害時に役立つ隣近所の助け合い・見守り、災害時要援護者に
ついて学ぶ。

森田清氏 (横浜市消防局横浜市民防災センター所長)

土円博美氏 (横浜市、教育学博士・看護師)

10月 30日 第 2回

地域防災力を向上する。
*避難所 (地域防災拠点)と 自治会・町内会が連携した地域づくりを学
jい。
*行政と各種団体との連携、情報管理、家具転倒防止のノウハウなどを
学ぶ。

山口章氏 (横浜市緑区、自山地区連合自治会会長)

片山晋氏 (磯子区 防災を考える会・磯子代表)

噌田智代氏 (神奈川区、子安通三丁目自治会災害対策室長)

山田冨士男氏 (足柄上劉
`大

井町防災まちづくりの会)

11月 6日 第3回

災害の発生と復興のまちづくりを評価する
前半 :地震のメカニズムと首都直下地震のひつ迫性を学ぶ。さらにまち

づくりを考える。
後半:受 講生の自己紹介と地域の情報交換を行う。

荏本孝久氏 (神奈川大学工学部教授、防災塾・だるま塾長)

H月 13日 第4回

国・県・市の防災対策と今後の動きを理解する
前半 :神奈川の今後の地震対策を考える
後半 :災害医療対策について/要援護者対策について

杉原共和氏 (神奈川県安全防災局安全防災部災害対策課長)

黒岩大輔氏 (横浜市保健福祉局医療政策室医療政策課救急・災吉医療担当
課長 )

黒岩清隆氏 (横浜市健康福祉局地域福祉保健部福祉保健課福祉保健セン
ター担当課長)

11月 20日 第5回

防災図上31練で地域を知る
前半:各 ITIの 防災ゲームを知る
後半 :ク ロスロードゲームによる災害図上訓練を学び、普及啓発活動を

イ予う。
森清一氏 (秦野市 SL災害ボランティアネットワーク、防災塾・だるま副塾長)

11月 27日 第6回

講座に参加しての総合評価と自分の日標を定める
前半:防災塾・だるまの先輩から学ぶ/受講生が聞きたい事項を先輩

から回答する/先輩の苦労言舌を聞く
後半:防災塾・だるまで学んで、防災活動家として地域デビューしよう。

テ東幸保氏(神奈川区ニツ谷町会防災部長)

2015年度(平成27年度)「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動 (全6回)

目 /・
l 回 テーマ:防 災の実践事例を学び、地域力で生き延びる。 講 mi・ 参加者等

10角 8日 第 1回
*災害の発生と復興のまちづくりを評価する
*受講者自己紹介 地域の情報交換 同一地域の先輩紹介

荏本孝久氏 (神奈川大学工学部教授、防災塾・だるま塾長 )

10月 15日 第 2回
*新しい神奈川県の地震被害想定調査の結果と、今後の地震対策を
考える
*神奈川県医療救護引‐画について

*杉原共和氏 (神奈川県災害対策課長)

*松下圭吾氏 (神奈川県健康危機管理課健康管理グループ課長代理)

10月 22ロ 第 3回

*震災被害の状況と減災行動について(横浜市危機管理センターの機
能を含む)

*専門的活動をサポートする市民の対応を学ぶ

*和知治氏 (横浜市危機対処計画課長)

*岡 野敏明氏 (り 1崎市医師会副会長)

10月 29日 第4回

*地域ケアプラザの地域防災支援の取り組み
*防災活動という絆づくり
*減災・災害対応活動分野における行政とボランティア団体の協働活
動

*金美羽氏 (横浜市六角橋地域ケアプラザ所長)

*篠原憲一氏 (ひらつか防災まちづくりの会代表)

*濱田政宏氏 (ざ ま災害ボランティアネットワーク代表)

11月 5日 第5回
*各種の防災ゲームを知る
*クロスロードゲームによる災害図上割1練で学び、普及啓発活動を行う

森清一氏((O SL災害ボランティアネットワーク理事)

11月 12日 第 6回
*自 主防災活動の苦労話を聞く、情報収集の仕方を学ぶ
*学んだことを地域にどう生かすか

*片山晋氏 (防災を考える会・磯子代表)

*数チームがまとめと発表

2016年度(平成28年Ю「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動

“

郵回)

回 テーマ:犠牲者ゼロを目指す地域防災の進め方 講師・参加者等

10月 6日 第1回
*災害発生後の取組み事例とその時重要な情報伝達
*受講者の自己紹介と、我が地域防災力の課題についての意見交換

片山晋氏 (横浜市磯子区三井杉田台自治会防災顧問)

10月 13日 第2回
*防災まちづくりの進め方「仮説的」理論と実際→目指すべき方向性
*地震のメカニズムとひっ迫性

*加藤孝明氏 (東京大学安全システム学准教授)

*荏本孝久氏 (神 奈川大学工学部教授、防災塾・だるま塾長)

10月 20日 第 3回
*熊本地震に学ぶ災害の現実と、これからの地域防災の進め方
*マンションl■民と事務所を取り込み、地域全体の防災意識を底 11げ

り
~る

。

*鍵屋 一氏 (跡見学園女子大学教授)

*lrt田 響代氏 (横浜市神奈り11区 子安通三丁目自治会安全対策室長)

10月 27日 第4回
*横浜市における自主防災組織のあり方
*防災減災へのゼロからのチャレンジ事例

*花塚公祐氏 (横浜市総務局危機管理室危機管理課担当係長)

*稲垣博正氏 (横浜市旭区笹野台自治会副会長)



11月 第 5回
*神奈川県の地震防災戦略 ～公助の限界、自助・共助で被害を減ら
す～
*各種ゲームの紹介と、生き残り編「防災めくり」の体験

*杉原英和氏 (神奈川県安全防災局安全防災部長)

*森清一氏 (公益社団法人 SL災害ボランティアネットワーク理事 )

11月 17日 第6回
*玉縄台自治会における地域防災の実践 ～9年間の成果と課題～
*受講者によるグループワーク ～我が地域防災への取り組み決意～ 柳瀬雄三氏 (鎌倉市玉縄台自治会 特ll厳援隊「I FQ」 副会長)

2017年度(平成29年度)「実践的防災まちづくリコーディネーター養成講座」活動   Ce6回 )

日付 回 テーマ:最新の防災知識と地域防災実践事例を学ぶ 講師・参/11者等

10月 12日 第1回
*「都市火災Jの怖ろしさを含む首都圏大地震へのfhiえ

*参加者の自己紹介と受講動機
加藤孝明氏 (東京大学生産技術研究所准教授 )

10月 19日 第2回
*地震・防災の最新知見と地域防災への提言
*神奈り11県 の最新防災施策を聞く

*荏本孝久氏 (神奈ノ|1工業大学教授、防災塾・だるま塾長)

*杉原英和氏 (神奈りII県安全防災局安全防災部長)

10月 26日 第3回

*クロスロードゲームを通じて避難所運営に特化した「気づくJを 目的に
学ぶ
*神戸市立鷹取中学校での避難所運営の生の声を聞く

*自 田克維氏 (元・南区六ッリ1地区連合町内会防災部長)、 中村俊光氏
((株)ナカツ防災企画社長)

*近藤豊宣氏 (元神戸市立鷹取中学校校長)

11月 2日 第4回
*港南区プロジェクトRの誕生背景、現状、今後を語る。
*金沢パークタウンの民生主導の自主防災活動事例報告

*榊原秀和氏 (横浜市港南区福社保健センター高齢障害支援課長)

*佐橋暁子氏 (横浜市金沢区金沢パークタウン民生・児童委員)

11月 9日 第 5回
*「集合住宅防災」の課題 平塚市におけるアンケート調査等に基いて
*「女性は防災のスペシャリスト」誰でも出来る家具の転倒防止

*森慎一氏 (元平塚市博物館学芸員、学術博士)

*庄子さち子氏、庄子健治氏、渡辺秀夫氏
(戸塚′ヽシスメンテナンス防災クラブ)

11月 16日 第6回

*新百合ヶ丘自治会自主防災組織活動概要
*受講者グループワーク(6グループ)

～「防災意識」「共助」「災害弱者対応」等について討議～
*樋日誠氏 (り |1崎 市麻生区新百合ヶ丘自治会自主防災組織本部長)

2018年度(平成30年度戸実践的防災まちづくリコーデ́fネータ=養成講座」活動   (6回 )

日付 回 テーマ:防災・減災は地域の取り組みが決め手 !その具体的進め方 講師・参加者等

10月 11日 第1回

*地域全員の安否確認を短時間で実現する方法、その他実践事例を
紹介
*受講者の自己紹介と、我が地域防災力の課題について

*片山晋氏 (横浜市磯子区三井杉田台自治会防災顧間)

*山 口章氏 (横浜市緑区連合自治会長)

10月 第2回

*行政の限界と地域力の大切さ「大規模災害時に重要な、自助・共助
を促進する取り組みにつて説明する」
*大きな災害の発生する環境について、地形や地盤条件などから考え
る

*佐川範久氏 (神奈川県くらし安全部災害対策課長)

*荏本孝久氏 (神奈川大学工学部教授 防災塾・だるま塾長)

10月 25日 第3回

*阪神淡路大震災時の神戸市立鷹取中学校、近藤校長の生々しヽ地
難所運営の葛藤ビデオを見る
*前半のビデオについてグループで討議し、避難所の運営について考
える

*石塚道義氏 (危機管理アドバイザー・防災士)

*早川雅子氏 (横浜市都筑区災害ボランティアコーディネーター)

11月 1日 第4回

*災害時に厳し 環ヽ境におかれる高齢者、障がい者をいかに支えるか
を考える
*受講者の抱える防災課題をグループ討議し、解決策を探る。

*鍵屋一氏 (跡見学園女子大学教授)

*中村誠氏 (横浜市瀬谷区干池自治会副会長)

11月 8日 第5回

*rllJ域 防災の理論と実践
～みんなでつくる「地域防災計画Jの伸びしろはどこまであるか?

*「私たちのまちは私たちで守る」
相模原市光が丘地区の独立防災隊の事例

*加藤孝明氏 (東京大学安全システム学准教授 )

*堀口員氏、門倉茂氏ひ目模原市防災マイスター)

11月 15日 第6回

*ゼロからスタートした自主防災活動 !:その後どうなったか?

定着 ?進化 ?それとも衰退 ?
*受講者による我が地域防災への取り組み
～決意をグループワークを通じて固める～

*稲垣博正氏 (横浜市旭区笹野台自治会副会長)

*高松清美氏 (NPO法人よこはま七つ星代表 南区在住)

2019年度(平成31年・令和1年脚「実践的防災まちづくり事―ディネーター養成講座」活動   (`当 Fnll)

日付 回 テーマ:防災・減災の取り組みその具体的進め方 講師・参加 者等

10月 10日 第1回
*災害リスクの相互認識と共有によるElr域 の防災・減災対策のすすめ
*受講者の自己紹介と、我が地域防災力の課題等について意見交換

*荏本孝久氏(神奈川工業大学教授、防災塾・だるま塾長)

*山田美智子氏(フリーアナウンサー:FM湘南ナパサ)

10月 17日 第2回

*大学と地域が連携した安全な避難など防災力向上への取り組み
*自 然災害から身を守る災害地質の知識
～神奈川県は危ないのか～

*梶田桂孝氏 (東海大学工学部土木工学科教授 )

*稲垣秀輝氏((株 )環境地質代表取締役会長)

10月 31日 第3回

*,ベュレー,勺 ンで学ぶ災害時の要配慮者トリアージ
*もしもに備える、いつもに活かす
～男女共同参画で身近な防災・減災を見直そう～

*小原真理子氏 (清泉女学院大学看護学部 国際・災害看護学教授 )

*常光明子氏 (男女共同参画センター横浜北館長)

11月 7日 第4回

*災害リスクと対応を老若男女が共有して、災害に立ち向かえる地域社
会づくりを考える
*発災対応のススメ～防災]1練から発災対応司1練へのギアアップ～

*鷲山龍太郎氏 (地学会会員・防災士)

*畑謙司氏 ((公社)SL災害救助ボランティアネットワーク上級セーフティー

リーダー)

11月 14日 第5回
*横浜市の防災対策 ～自動・共助 ,公助への取組～
*地域みんなで工夫した時系列に沿った地震対応.lll練

*時枝道太氏(横浜市総務局危機管理室危機管理部地域防災課担当係長)

*田 島和員」氏 (平塚市崇善地区防災部長会冨J会長)

11月 21日 第6回

*防災はまちづくり1顔を合わせ、言葉を交わし、支え合えるまちを作り
たい !

*受講者によるグループワーク。我が地域防災への取り組み決意。

*江上健氏 (関小ブロック防災協議会運営委員長・地域自治会防災保仝部

長・防災士)

*高松清美氏 (NPO法人 よこはま・七つ星代表)

2020度 (令和2年度)「実践的防災まちづくリコ‐ディネータ鸞 講座J活動   (新型コロナ感染症の為中止)

2021年度(令和3年度)「防災まちづくり事―デイネータ‐養成講座」活動   (オンライン講座 御 回)

日付 回 テーマ:新時代の防災力向上 講師・参加者等



9月 30日 第1回

*近代の自然災害から目指す防災まちづくり
～災害史と防災対策の変落、そして新時代への防災への展望～

*災害時ヽ 自宅で10日 FFl生 活するためのノウハウ
～家庭の防災力を向上させれば災害は怖くない～

*荏本孝久氏 (神奈川大学工学部教授、防災塾・だるま名誉塾長)

*釜石徹氏 (災害対策研究会主任研究員)

10月 7日 第 2回

*発災から1時間以内の救出を目指す
～災害時に機能する自主防災組織～

*被災地で現実に起きている事
～被災地の現実に学ぶ防災まちづくり～

*原田冊J氏 (千村台自主防災会副会長 QQ防災クラブ)

*高松清美氏 (hlPO法人ユナイテンドかながわ昌1代表)

10月 14日 第3回

*女性視点の避難所運営
～東日本大震災における支援活動から～
*自助・共助・公助の統合を目指して
～住民・学校・地域の多様な組織が連携・参画する防災まちづくり～

*二十嵐ゆかり氏(聖路加国際大学大学院看護研究科教授)

*鷲山龍太郎氏 (防災塾・だるま塾長 元横浜市立小学校校長)

当講座は、15年間で110回開催 (令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大のため中止)しました。
なお、講座は人材育成のため運営委員会方式で企画・実施しています。また、神奈り|1大学とも相談の上、会員講
師料を押さえるとともに、誰でも参加しやすい受講料としました。
令和3年度からはオンライン(Zoom)参カロも出来るようにしております。

記念誌編集委員会 委員長 口中 晃 資料編集 樋口誠  田中喜世美
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